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雑

報

⑭
ブ
ル
ク
X
彗
星
の
魚
見
　
本
年
内
に
、
回
落
し
て
來

る
晶
乳
量
の
茜
甲
で
、
プ
ル
ク
ス
軸
彗
星
（
ゆ
月
o
o
犀
㎝
冒
m
o
O
ヨ
県
）

ピ
い
ふ
の
が
露
圃
剛
シ
メ
イ
ス
天
文
蛍
量
の
シ
ヤ
イ
ン
氏

に
よ
っ
て
護
見
さ
れ
カ
。
ナ
ウ
エ
ン
無
線
電
信
局
獲

の
報
道
に
よ
る
ビ
、
憶
見
さ
れ
穴
の
に
去
ろ
九
月
九

目
で
、
．
光
度
十
四
等
で
あ
っ
表
書
い
ふ
。

　
溜
此
の
プ
〃
ク
ス
晶
彗
星
ば
始
め
．
一
鴫
八
入
九
年
七
門
月
山
ハ

日
に
嚢
見
さ
れ
、
同
年
七
月
三
十
日
に
近
日
黙
た
通

過
し
力
星
で
あ
ろ
。
入
月
の
始
め
に
頭
部
が
分
裂
し

象
り
し
て
、
可
な
り
學
界
に
有
名
ご
な
つ
糞
。
次
い

で
一
入
九
六
年
＋
二
月
八
日
に
ペ
ラ
イ
ン
氏
が
之

れ
の
玉
酒
し
旗
の
を
獲
見
t
お
。
此
の
時
に
ば
前
後

三
ヶ
月
間
も
懸
口
が
行
ば
れ
大
。
其
の
後
、
一
九
〇

三
年
八
月
二
十
日
に
叉
、
可
〃
天
丈
馨
の
一
二
ケ
ン

氏
か
獲
見
し
、
．
此
の
時
に
も
自
記
年
間
諸
所
で
齪
測

が
行
ば
れ
カ
。

　
こ
う
し
て
約
七
年
毎
に
出
現
万
る
木
星
族
彗
星
で

桂
あ
ろ
が
、
運
行
の
途
申
に
於
い
て
時
々
木
星
に
甚

だ
し
く
．
接
近
す
る
長
め
、
軌
道
要
素
が
仁
者
し
勝
ち

で
満
常
に
理
論
家
な
苦
し
め
て
み
ろ
の
が
此
の
～
で

あ
る
。
一
九
扇
○
年
に
ば
．
復
出
現
す
ろ
筈
で
あ
っ
六

が
㍉
豊
ハ
の
尾
月
二
十
入
日
に
エ
ト
ケ
ン
氏
ば
宜
ハ
れ
’
ら

し
い
徴
光
星
秘
見
付
げ
六
け
れ
ご
、
不
思
議
に
も
之

れ
ば
翌
日
以
後
全
く
認
め
ら
れ
す
、
從
っ
て
エ
ト
ケ

シ
氏
の
見
大
も
の
も
果
し
て
此
の
プ
ル
ク
ス
晶
彗
星
で

あ
る
の
か
否
か
．
剣
臨
に
苦
し
め
ら
れ
象
。

　
其
の
後
幽
九
一
七
年
に
近
日
猛
た
通
罰
し
☆
筈
で

あ
ろ
が
、
何
等
か
の
都
合
で
獲
三
襟
さ
れ
な
か
つ
象

今
「
九
二
五
年
ば
此
の
星
．
が
再
呈
す
る
筈
で
ロ
シ
ア

の
カ
ザ
ン
大
學
の
ド
ピ
．
ア
ゴ
敏
授
が
研
究
潜
積
み
、

‘
軌
道
要
素
亡
位
置
応
報
書
・
葬
ナ
ハ
リ
ヒ
．
テ
ン
誌
第
五

三
三
二
號
に
獲
表
し
☆
の
ば
昨
年
秋
で
あ
っ
れ
。
そ

れ
に
よ
る
亡
、
庇
の
星
の
近
日
黙
通
過
匡
一
九
二
五

年
の
十
一
月
入
口
の
筈
で
あ
っ
☆
Q

　
し
か
る
に
今
回
幸
ひ
に
し
て
シ
ヤ
イ
ン
氏
が
獲
見

し
糞
。
そ
れ
に
よ
っ
て
汁
≠
し
て
見
乃
芒
、
近
日
鮎

匡
凡
そ
十
一
月
三
日
さ
な
る
ら
し
い
0

　
星
ぽ
今
天
王
星
亡
な
ら
ん
で
魚
座
の
西
南
端
た
選

行
し
て
ゐ
う
が
十
月
中
頃
か
ら
順
行
に
轄
じ
て
、
．
士

二
月
に
ば
鯨
座
ビ
魚
座
さ
の
境
界
線
上
を
行
く
筈
で

あ
ろ
Q
光
り
ぱ
十
月
頃
十
一
等
ぐ
ら
ゐ
蓬
上
る
ら
し

い
が
、
其
の
後
ば
嚢
へ
る
か
ら
、
．
七
セ
ン
チ
級
の
墓

遠
鏡
で
に
魏
望
困
難
で
あ
ら
う
。

⑪
彗
星
霰
り
・
ー
ド
罠
の
言
ヰ
リ
ア
ム
、
－
ー
ー
ド
（
埼
潤

臼
9
。
日
男
の
箆
）
茂
ば
現
今
南
棒
球
に
於
い
て
新
彗
星

の
捜
索
に
淫
事
す
る
世
界
唯
一
の
経
瞼
家
で
あ
る
。

彼
ば
今
日
ま
で
に
既
に
七
個
の
彗
星
な
了
見
し
六
が

近
頃
一
門
誌
に
寄
ぜ
重
言
に
よ
れ
ば
、
彼
ば
毎
月
一

回
の
副
合
で
南
天
全
膿
潜
捜
索
す
ろ
言
い
ふ
大
計
鑑

の
下
に
．
働
い
て
み
る
。
持
っ
て
る
る
の
匡
「
六
田
」

（
十
五
セ
ン
チ
）
の
ク
ッ
ク
屈
折
櫻
で
、
星
像
の
良
好

な
の
ば
其
の
誇
で
あ
ろ
定
い
ふ
Q
蕗
の
赤
黒
汗
の
時

法
響
動
々
止
め
て
、
彼
れ
ば
赤
緯
軸
上
に
望
遠
鋭
な

動
か
し
な
が
ら
全
天
な
捜
索
し
、
或
る
日
ば
西
天
た

翌
夜
ば
東
天
准
見
ろ
。
叉
、
月
の
光
る
夜
や
空
氣
の

悪
い
夜
ぱ
殆
ん
ご
駄
目
で
あ
る
亡
い
ふ
、
彼
れ
ば
時

々
｝
夜
に
五
時
間
以
上
も
魏
測
を
績
け
る
由
で
あ
ぢ

が
　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
今
ま
で
に
挙
均
毎
年
一
．
個

つ
つ
の
鋒
星
な
獲
呈
し
て
み
ろ
有
様
で
あ
る
か
ら
、

琵
の
事
業
が
如
何
に
忍
耐
准
要
す
う
も
の
で
あ
．
る
か

が
知
れ
ろ
。
1
一
畦
、
欧
米
に
可
な
り
多
か
つ
力
華

三
二
索
家
が
今
は
全
く
無
く
な
っ
て
、
リ
ー
ド
氏
の

如
き
ア
マ
チ
ュ
ア
が
全
世
界
の
北
牛
球
に
ば
無
い
の

で
あ
ろ
か
ら
、
我
か
日
本
の
國
に
小
型
の
器
械
々
持

ち
合
せ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
六
ち
に
大
に
奮
生
し
て
、
此

の
機
に
乗
じ
、
，
新
彗
星
の
獲
見
に
從
事
ぜ
ら
れ
ん
こ

ぜ
為
望
ん
で
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
Q

麟
長
岡
博
士
等
の
名
響
　
去
る
七
月
英
國
ヶ
ン
プ
リ

ツ
ヂ
大
學
に
於
け
ろ
三
際
天
文
同
盟
の
総
會
に
出
席

し
六
代
爽
口
貝
申
、
．
カ
ン
ベ
ル
（
慈
．
芝
・
O
助
嘲
う
げ
Φ
自
）

バ
ヨ
ー
　
（
寓
彰
切
餌
自
一
髪
q
）
デ
シ
タ
ー
（
U
o
O
Q
葺
臼
）

長
岡
、
シ
ソ
シ
ン
ヂ
ヤ
ー
（
腎
．
も
Q
O
匡
Φ
ω
ぎ
σ
Q
Φ
同
）
五
氏

ば
同
大
學
か
ら
ド
〃
タ
ー
・
ナ
ヴ
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
名

響
學
露
な
得
ら
れ
カ
。

⑪
相
射
原
理
の
画
調
P
　
十
九
世
紀
の
末
に
マ
イ

ケ
ル
ソ
ン
・
モ
ー
レ
ー
二
二
が
地
球
．
公
韓
ビ
エ
ー
テ

ツ
ぜ
が
祖
俘
ふ
や
否
や
秘
實
試
し
れ
ビ
こ
ろ
が
、
其

の
謹
嫁
が
見
つ
か
ら
な
か
つ
六
の
で
學
只
々
迷
に
し
．

め
六
が
、
危
ハ
の
後
、
罷
れ
ば
ア
イ
．
ン
シ
タ
イ
ン
氏
の

相
封
原
理
を
立
謹
　
る
も
の
で
あ
る
定
い
ふ
風
に
、
解

澤
さ
れ
る
に
至
つ
索
。
（
天
界
第
一
〇
號
、
山
本
氏
の

文
な
見
よ
Q
）
し
か
ろ
に
最
近
、
米
國
の
學
界
に
於

い
て
〃
り
ー
ヴ
ラ
ン
ド
市
の
ケ
ー
ス
學
校
教
授
　
三
フ

1
（
冒
）
G
つ
・
寓
門
外
①
同
）
氏
が
キ
ル
ソ
ン
山
上
で
マ
イ
ケ

ル
ゾ
ン
式
の
實
露
量
繰
り
返
し
大
ミ
・
．
蕩
が
、
空
中

エ
T
テ
ル
電
沁
沁
ビ
の
間
に
毎
秒
母
地
キ
ロ
メ
ー
ト

二
九
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ル
の
温
度
が
あ
ろ
、
、
ミ
」
為
獲
期
し
六
、
之
れ
が
本
統

だ
マ
」
す
る
ビ
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
氏
の
有
名
な
相
醤
原

理
は
根
本
的
に
破
れ
て
了
う
こ
定
に
な
る
の
で
、
一

般
の
學
者
乳
ち
ば
此
の
現
象
の
書
き
方
に
つ
い
て
今

盛
ん
、
に
論
争
し
て
み
ろ
。
」
近
來
の
珍
事
で
あ
ろ
Q

◎
京
大
天
女
蔓
川
幅
や
三
型
シ
チ
カ
ル
バ
ー
鏡
　
九
月

號
に
同
様
の
題
目
で
器
械
の
幽
明
ビ
鏡
面
の
簡
軍
な

ろ
説
明
た
與
え
て
お
い
六
が
更
に
入
選
三
十
日
機
會

た
得
て
其
の
表
面
の
精
細
な
ろ
探
索
准
な
す
事
が
出

來
糞
。
貞
分
ビ
し
て
も
明
．
年
よ
り
行
ふ
予
測
の
方
針

な
り
方
面
た
も
決
定
す
る
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
鏡
ほ
口
裡
三
二
五
ミ
ヨ
工
学
距
離
二
九
三
七
ミ
可

F
九
の
鏡
で
あ
る
Q
ダ
イ
ア
ゴ
ナ
ル
匡
短
径
七
十
五

ミ
リ
で
此
の
歌
謡
の
も
の
マ
・
し
て
は
、
山
導
的
大
む
、

い
。
鏡
　
μ
北
館
の
地
下
室
に
七
時
間
近
く
お
い
穴
爲

に
温
言
攣
化
に
よ
る
表
面
の
否
曲
は
無
く
正
し
い
鏡

B
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面
な
表
し
て
居
る
も
の
亡
考
へ
て
よ
い
。

　
帯
試
瞼
の
箒
の
巾
に
三
十
ミ
ー
開
角
匡
約
六
十
度

で
あ
る
。
影
の
試
験
で
匡
右
に
影
が
始
乱
り
充
分
暗

く
な
ら
ダ
に
全
面
に
影
が
か
」
つ
て
極
．
め
て
淡
い

影
し
か
得
ろ
事
が
出
來
な
い
。
所
が
右
測
の
影
が
僅

か
進
む
ミ
三
セ
ン
チ
の
帯
に
小
さ
い
第
二
の
明
瞭
な

影
が
現
れ
左
側
…
到
稻
的
の
瓢
に
光
斑
が
見
え
る
。
」
此

れ
を
、
測
定
の
三
九
・
ニ
マ
ミ
リ
の
帯
書
比
較
す
れ
ば

艶
の
部
分
匡
中
央
に
出
來
た
深
い
双
曲
線
の
穴
で
あ

ろ
。
此
れ
が
第
二
の
三
蓋
示
す
の
で
あ
ろ
。
随
分
大

き
な
量
で
鏡
の
有
す
る
最
大
の
鋏
黙
で
あ
ろ
。
所
が

事
實
此
の
部
分
ほ
ダ
イ
ア
ゴ
ナ
ル
の
警
め
に
覆
は
れ
．

る
ダ
イ
ア
ゴ
ナ
財
の
金
騰
部
准
入
れ
て
直
径
ば
七
十

八
ミ
弓
あ
ろ
。
三
九
ミ
リ
の
帯
の
牧
差
ば
覆
れ
・
部

分
た
除
け
に
負
○
・
二
五
ミ
リ
位
で
あ
ろ
か
ら
像
に

ぱ
P
々
面
縛
差
支
ヘ
カ
㎞
い
。
し
か
し
焦
黙
内
外
「
像
に
於
て

申
央
の
輪
に
ぱ
差
ば
認
め
ら
れ
ろ
巨
篇
ふ
。

　
．
次
に
端
に
於
け
ろ
映
黙
で
あ
ろ
。
口
径
が
．
大
き
く

古
い
鏡
で
あ
ろ
の
で
或
程
度
ま
で
躁
期
し
得
る
O
測

定
に
よ
れ
ば
コ
三
か
月
よ
り
端
ま
で
ば
僅
か
に
ア

ン
ダ
ー
コ
ソ
ク
ト
さ
れ
」
階
圓
で
影
の
山
凪
贈
心
で
に
姻
蛎
の

反
り
返
つ
六
感
じ
が
少
い
。
．
端
よ
り
一
セ
ン
チ
附
近

に
不
規
則
な
灘
が
全
周
に
影
の
爲
眞
に
表
れ
て
居
る

此
れ
ば
眼
覗
的
に
痕
跡
だ
け
見
え
ろ
。

　
全
面
の
鏡
面
ば
正
し
く
ゴ
レ
ク
ト
さ
れ
穴
抱
物
線

画
で
あ
る
が
、
測
定
に
示
す
如
く
影
に
於
て
も
僅
か

波
歌
に
な
っ
て
居
ろ
。
鏡
の
端
二
三
ミ
リ
詐
り
優
か

に
タ
盲
ン
ダ
ウ
ン
し
て
居
る
の
が
認
め
ら
れ
る
O
．
端

に
於
け
ろ
敏
黙
に
量
ば
極
め
て
少
（
像
た
隠
す
程
度

の
も
．
の
で
に
な
い
が
精
密
な
る
観
測
な
良
き
シ
ー
イ

三
（
）

ン
グ
の
時
に
行
ふ
に
げ
n
端
存
絞
っ
て
口
繕
な
三
十
セ

ン
チ
に
す
れ
ば
良
い
事
も
あ
ろ
だ
ら
5
0
三
十
三
セ

ン
チ
亡
三
十
池
ン
チ
で
事
實
殆
ん
ご
責
力
上
差
匡
な

い
ば
す
で
あ
ろ
Q
前
表
A
ぱ
弔
均
焦
鮎
に
於
け
る
牧

差
の
光
束
の
影
響
で
あ
ろ
。
百
分
の
．
一
ミ
”
ば
鴇
て

居
な
い
。
．
二
九
三
四
ミ
リ
の
焦
黙
距
離
で
角
度
」
秒

の
値
ば
0
・
〇
一
．
四
ニ
ミ
ヨ
で
あ
る
か
ら
A
の
億
か

ら
の
角
度
の
値
た
求
め
る
事
が
出
來
ろ
。
最
大
の
も

の
は
＝
三
ミ
リ
の
0
・
六
〇
秒
で
あ
る
。
・
の
弔
方

に
よ
り
重
み
か
附
し
て
牧
束
像
の
亭
均
直
樫
た
求
め

る
定
○
、
．
三
四
秒
置
な
り
此
の
口
蓋
に
封
ず
ろ
下
ノ

ズ
氏
極
限
の
○
・
三
九
秒
よ
り
小
さ
い
故
に
嚴
重
な

る
二
重
潮
測
に
使
用
し
て
も
優
に
最
良
の
屈
折
書
比

較
し
得
ろ
。
屈
折
に
於
て
ば
稀
な
る
完
全
ざ
で
あ
っ

て
遊
星
二
重
星
等
の
精
密
な
ろ
方
面
障
於
て
口
口
の

許
す
限
り
出
光
全
に
活
用
す
ろ
事
が
出
駆
る
定
思
ふ
。

カ
ル
バ
ー
民
の
影
の
試
瞼
の
み
で
ば
完
全
な
鏡
で
映

鮎
あ
り
亡
ば
言
ば
れ
か
ぜ
。
影
で
見
た
一
般
の
細
部

に
關
…
す
る
鏡
面
の
挙
旦
さ
ば
エ
リ
ソ
ン
氏
の
も
の
よ

り
も
劣
っ
て
見
え
ろ
が
鏡
の
褒
面
の
質
其
の
も
．
の
ば

エ
リ
ソ
ン
氏
の
標
準
の
も
の
亡
同
等
以
上
で
あ
る
Q

労
〃
バ
ー
鏡
の
現
在
ま
で
に
暴
げ
．
來
つ
☆
成
績
が
決

し
て
偶
然
で
な
い
事
た
知
ろ
の
で
あ
ろ
。

　
ア
イ
ピ
ー
ス
匡
九
ミ
リ
ま
で
匡
ケ
〃
ナ
ー
以
下
採

反
射
用
ア
イ
・
ゲ
ン
ス
が
棉
週
皆
田
ぐ
旨
田
心
ふ
。
切
回
遽
鏡
ば
ド

ー
ム
内
で
使
ば
れ
る
爲
に
鏡
ば
濫
度
の
影
響
な
受
け

ろ
事
ば
極
め
て
少
な
．
く
優
秀
な
ろ
實
力
を
襲
輝
す
ろ

事
定
思
ふ
。
（
中
村
）

◎
上
山
清
次
博
士
　
今
十
月
十
五
日
コ
レ
ア
丸
で
昂

朝
ゼ
ら
れ
索
。
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◎
ハ
干
射
鯖
盤
κ
よ
n
リ
　
宙
伽
に
カ
ル
バ
ー
十
二
鮎
擬
鏡
が

同
好
會
の
も
の
ε
し
て
輸
入
さ
れ
ろ
事
ε
な
つ
カ
の

ぱ
九
月
號
に
記
執
ぜ
ら
れ
れ
っ
爲
眞
に
よ
る
ご
見
事

な
赤
道
儀
で
京
大
函
丈
芦
の
其
れ
ビ
ほ
ゾ
問
構
造
で

筒
ぱ
ア
イ
ピ
ー
ス
部
の
み
巧
妙
な
監
置
で
廻
韓
す
ろ

…
稼
に
、
な
り
て
居
る
。
附
阿
腸
ロ
㎜
誰
μ
七
Q
倍
及
陰
山
ハ
○
○

倍
の
ア
イ
ピ
ー
ス
十
四
箇
ご
い
ふ
完
備
し
れ
も
の
で

ホ
ラ
ン
ド
氏
製
の
十
二
吋
鏡
が
豫
備
に
二
．
四
ま
で
つ

い
て
居
ろ
。
蒔
腎
装
置
凶
十
二
和
朝
も
蓮
華
す
ろ
。

年
末
に
到
着
の
規
定
で
あ
る
が
有
力
な
る
観
測
者
の

手
に
て
使
用
さ
れ
，
う
に
至
つ
六
な
れ
ば
串
分
の
無
い

器
械
だ
ら
づ
。
債
に
僅
か
百
ポ
ン
ド
詐
り
で
あ
る
。

　
大
阪
市
の
一
配
員
長
田
光
二
君
が
熱
心
の
結
果
ア

ー
ウ
イ
ン
グ
製
山
斗
一
町
小
†
鏡
緯
一
堂
が
輸
噂
八
さ
れ
る
申
畢
マ
」

な
つ
乳
。
六
月
末
に
自
分
の
手
で
注
文
た
了
リ
ア
氏

の
來
信
に
よ
う
書
入
月
中
に
完
成
ご
の
事
で
あ
ろ
か

ら
＋
二
月
に
匡
旧
地
に
到
着
す
ろ
で
あ
ら
う
。
器
械

に
ア
氏
標
準
の
も
の
で
プ
ア
イ
ン
ダ
ー
、
高
度
水
亭

の
微
動
装
置
付
き
で
ア
イ
廿
ー
ス
に
六
〇
・
一
五
〇

二
五
〇
・
の
三
個
が
つ
く
事
に
な
っ
て
居
る
。
儂
巨
二

十
五
酵
十
志
内
地
に
到
着
す
れ
ば
四
百
圓
ば
少
し
出

る
だ
ら
う
Q

二
個
が
到
着
す
れ
ば
日
本
現
在
の
も
の
に
よ
う
や
く

十
箇
に
な
ろ
。
有
力
な
る
反
射
鏡
が
次
第
に
素
人
の

手
に
充
實
さ
れ
る
の
ば
噛
し
い
Q
　
（
中
村
　
要
）

曾
ヌ
々
彗
星
の
溌
見
　
去
る
十
月
二
十
一
α
ド
イ
ツ

．
の
ハ
ム
プ
ル
グ
（
ベ
ル
ゲ
ド
ル
フ
）
天
文
蔓
の
W
バ
ー

デ
氏
ば
百
セ
ン
チ
の
反
射
鏡
で
フ
ア
ー
ユ
彗
星
の
再

來
為
獲
黙
し
実
。
盛
れ
口
今
年
に
な
っ
て
第
入
凹
目

の
一
彗
星
毒
見
で
あ
る
Q

　
フ
ア
ー
ユ
（
闘
β
図
。
）
薄
星
ぱ
始
め
一
入
四
三
年
十

一
月
二
十
二
日
佛
國
パ
η
i
天
文
慮
融
の
フ
ア
ー
ユ
が

巡
見
し
カ
も
の
で
、
有
名
な
週
期
蘇
星
の
一
で
あ

る
Q
ル
ゴ
可
エ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
此
の
星
ぱ
遅
く

虐
も
一
七
闘
七
年
以
來
わ
が
太
陽
系
の
一
員
ミ
な
っ

て
、
生
に
太
陽
ビ
木
星
書
の
引
力
に
鋼
酎
さ
れ
て
る

う
も
の
で
あ
ろ
虐
い
ふ
。
其
の
後
、
　
一
入
五
〇
年
、

一
入
｝
九
八
年
、
　
一
入
⊥
ハ
山
ハ
年
、
　
唱
入
・
七
三
加
†
、
　
一
入

入
○
年
、
一
入
入
八
年
、
一
入
九
五
年
、
一
九
一
〇

年
に
も
幽
現
し
た
の
が
観
測
ざ
れ
大
の
一
て
あ
る
か

ら
、
今
画
の
ば
第
十
圖
の
出
現
で
あ
ろ
Q

　
因
に
、
今
年
初
か
ら
の
彗
星
側
見
ほ
左
表
の
通
り
Q

・
　
、

二
、

三
、

四
、

五
、

目角

A

七
、

入
、

シ
ヤ
イ
ン
新
彗
翫

”
ー
ド
新
彗
星

ナ
ル
キ
ス
新
彗
星

テ
ム
　
瓦
〃
…
弟
ご
彗
星

チ
ル
フ
彗
看
．

沢
レ
ー
1
1
蒜
星

プ
ル
グ
ス
彗
星

フ
ア
ー
ン
彗
星

⑤
舌
面
星
蕊
ラ
劇
燭
光
し
て
來
宅

が
近
頃
め
毫
一
書
増
し
て
來
大
Q
本
誌
第
五
十
七

號
暦
表
桶
に
も
あ
る
通
り
、
十
一
月
二
十
日
頃
が
最

大
光
輝
に
達
す
る
筈
で
あ
る
が
、
今
十
月
二
十
日
に

区
既
に
五
等
エ
以
上
ぐ
」
な
っ
て
、
立
派
に
肉
眼
魏
測

が
出
來
る
範
園
に
入
っ
て
來
宏
Q
講
者
諸
氏
の
襯
測

た
御
す
・
め
し
結
い
。
槻
測
方
法
ば
「
天
界
」
第
＋
號

に
山
本
氏
の
丈
が
あ
り
、
叉
第
二
十
一
號
ぜ
第
二
十

二
號
に
櫨
中
村
氏
の
丈
が
あ
る
。

　
ミ
ラ
星
に
又
鯨
座
の
ナ
ミ
〃
ロ
ン
書
も
呼
び
、
十

三
月
二
十
二
日

同
　
二
十
四
日

四
月
四
日

六
月
十
一
日

七
月
十
三
日

三
月
十
四
口

九
月
九
．
日

十
月
二
十
日

　
有
名
な
ミ
ラ
星

六
世
紀
の
宋
に
プ
ア
プ
リ
シ
ウ
ス
が
獲
蝕
し
て
以
來

有
名
な
も
の
で
あ
ろ
。
色
ぼ
赤
。
光
度
ぱ
三
等
叉
ば

四
等
ぐ
ら
み
か
ら
九
等
迄
の
間
に
累
減
す
ろ
。
週
期

団
挙
均
三
百
三
十
口
。
（
池
田
）

働
京
郷
大
學
天
吻
蔓
の
謝
設
繍
．
本
年
春
、
山
本
教

授
が
英
國
か
ら
持
っ
て
麟
つ
大
三
十
三
セ
ン
チ
反
射

鏡
ぱ
、
其
の
後
、
中
村
氏
の
鏡
面
検
査
や
、
大
ド
ー

ム
内
の
土
憂
工
事
に
日
を
費
し
歪
が
、
い
よ
く
去

る
十
月
十
日
首
尾
よ
く
全
盤
の
据
付
け
を
終
っ

ハ
〇
十
一
月
の
始
め
か
ら
、
實
地
の
天
鱒
灘
測
に
用

ゐ
ら
れ
る
筈
。

　
叉
、
一
九
ニ
ニ
年
以
來
、
ド
イ
ツ
の
テ
プ
エ
ル
會

杜
に
註
丈
製
作
中
で
あ
っ
大
分
光
太
陽
．
爲
翼
儀
も
去

ろ
九
月
に
到
着
し
、
曇
れ
は
「
星
盗
塁
験
室
内
」
に
十

月
十
二
据
付
か
終
つ
糞
。
之
れ
も
一
二
週
の
う
ち
に

観
測
が
始
め
ら
れ
る
筈
　
f
此
の
器
械
ぱ
テ
プ
エ

ル
製
最
新
式
の
も
の
で
、
叉
、
世
界
に
用
ゐ
ら
れ
ろ

最
大
型
の
逸
物
で
あ
る
。

㊥
雫
山
恩
誼
士
　
．
東
京
天
文
喜
長
背
山
信
博
士
ほ
文

部
嘗
測
地
學
委
員
長
ビ
し
て
去
る
＋
月
十
五
日
京
都

大
型
に
出
張
ぜ
ら
れ
、
目
下
京
都
大
唐
天
文
略
に
試
．

瞼
中
の
長
岡
式
重
力
測
定
用
振
子
芒
其
の
装
置
か
覗

察
ぜ
ら
れ
距
。

②
一
隅
月
の
流
星
期
來
る
毎
年
十
一
月
ほ
獅
子
座

や
ア
ン
ド
ロ
メ
座
な
ご
か
ら
飛
ぶ
流
星
が
多
ぐ
て
有

名
で
あ
ろ
Q
（
詳
し
く
ば
本
．
誌
暦
表
部
た
見
ら
れ
よ
）

豪
者
の
数
崩
心
襯
干
た
望
む
。
（
灘
測
法
ば
「
天
界
」
第

十
號
に
あ
る
。
）
観
測
結
果
存
京
都
へ
報
註
し
て
下
さ

る
人
々
に
球
襯
測
用
の
星
日
（
一
揃
ひ
山
ハ
十
五
鑓
）
た

本
馬
か
ら
無
代
て
配
布
す
ろ
。

一
三


